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前半：7月 9日（火）～ 11日（木）2泊 3日間
体育専門学群 1年生の学生 131名
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・ 5月 9日（木）：1～ 6クラス泳力チェック（50m
クロール、平泳ぎ）
・ 5月 16日（木）：7～ 12クラス泳力チェック（50m
クロール、平泳ぎ）
・ 5月 29日～ 6月 19日までの毎週水曜日に隊列泳
および泳法練習を実施








































4日～ 7日、後半 8月 26日～ 29日：総数 156名）
ので、1年生の実習に十分な指導体制（非常勤講師
や学内協力教員）がとれなかったが、実習の成果は
予想以上の良い結果をあげることができた。来年か
らは、十分な指導体制がとれ、人数的にゆとりのあ
る班編成が可能になるので、新しいプログラムを工
夫したいと考えている。
最後に、本年度の実習の成功は、多くの学内教員
の協力による結果であることをここに報告し、また
感謝の辞を申し上げます。
＜今後の課題（来年以降の実習に向けての改善）＞
1. 実習日程の検討（2泊 3日と学生参加人数の調整・
指導体制の検討）
2. プログラム内容の検討（日本泳法と救助法）
3. 臨海実習用のテキスト作成（4月下旬までに学生
へ配布）
4. 学内協力教員の確保（できれば新任の教員に多く
参加してもらう）
＜付録：実習風景の写真＞
今年度から、班ごとにキャップの色分けを行った
（A班ブルー、B班イエロー、C班レッド：図 3）。
その結果、非常に各班の行動が確認しやすくなり、
安全確認にも効果があった（図 4、5）。また、安全
に遠泳を行うための隊列泳表を例示する（図 6）。
図 3 A班（ブルー）、B班（イエロー）、C班（レッド）
の集合写真
図 4　遠泳隊列泳風景
図 5　日本泳法（横泳ぎ）指導風景
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図 6　C班の隊列泳表の例
